
毎
週
火
・
金
曜
日
発
行
（
当
日
が
休
日
に
当
た
る
と
き
は
、
休
日
の
翌
日
）

目

次

規

則

○
福
島
県
自
然
の
家
条
例
に
基
づ
く
知
事
の
権
限
を
福
島
県
教
育
委
員
会
に
委
任

す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

一

○
福
島
県
財
務
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

一

○
福
島
県
財
務
規
則
の
特
例
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

二

○
知
事
の
職
務
を
代
理
す
る
副
知
事
の
順
序
を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

規
則

三

○
福
島
県
保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

三

○
福
島
ロ
ボ
ッ
ト
テ
ス
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
条
例
の
施
行
期
日
を
定
め
る
規
則

四

○
福
島
ロ
ボ
ッ
ト
テ
ス
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
施
行
期

日
を
定
め
る
規
則

四

訓

令

○
福
島
県
副
知
事
の
担
任
事
務
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

四

○
標
準
的
な
職
及
び
職
員
の
標
準
職
務
遂
行
能
力
を
定
め
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す

る
訓
令

四

告

示

○
会
計
管
理
者
を
し
て
そ
の
事
務
の
一
部
を
出
納
員
に
委
任
さ
せ
る
件
の
一
部
を

改
正
す
る
件

五

福
島
県
企
業
局

○
福
島
県
企
業
局
財
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

五

規

則

福
島
県
自
然
の
家
条
例
に
基
づ
く
知
事
の
権
限
を
福
島
県
教
育
委
員
会
に
委
任
す
る
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
、
福
島
県
財
務
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
、
福
島
県
財

務
規
則
の
特
例
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
、
知
事
の
職
務
を
代
理
す
る
副
知
事
の
順
序

を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
、
福
島
県
保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改

正
す
る
規
則
、
福
島
ロ
ボ
ッ
ト
テ
ス
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
条
例
の
施
行
期
日
を
定
め
る
規
則
及
び
福
島
ロ
ボ
ッ

ト
テ
ス
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
施
行
期
日
を
定
め
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す

る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
六
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

福
島
県
規
則
第
二
十
九
号

福
島
県
自
然
の
家
条
例
に
基
づ
く
知
事
の
権
限
を
福
島
県
教
育
委
員
会
に
委
任
す
る
規

則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

福
島
県
自
然
の
家
条
例
に
基
づ
く
知
事
の
権
限
を
福
島
県
教
育
委
員
会
に
委
任
す
る
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
規
則
（
平
成
二
十
三
年
福
島
県
規
則
第
七
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
二
項
中
「
福
島
県
い
わ
き
海
浜
自
然
の
家
を
除
く
」
を
「
福
島
県
会
津
自
然
の
家
に
限
る
」

に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
総

務

課
）

福
島
県
規
則
第
三
十
号

福
島
県
財
務
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

福
島
県
財
務
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
福
島
県
規
則
第
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
中
「
及
び
入
札
監
理
課
長
」
を
「
（
た
だ
し
、
入
札
及
び
契
約
の
制
度
に
係
る
も
の
に
あ
つ

て
は
、
総
務
部
財
務
総
室
入
札
監
理
課
長
）
」
に
改
め
る
。

第
六
十
三
条
第
三
項
中
「
に
当
た
る
」
を
「
又
は
指
定
金
融
機
関
若
し
く
は
指
定
代
理
金
融
機
関
の

休
日
（
銀
行
法
（
昭
和
五
十
六
年
法
律
第
五
十
九
号
）
第
十
五
条
に
規
定
す
る
休
日
）
に
当
た
り
、
払

込
み
が
で
き
な
い
」
に
改
め
る
。

第
八
十
四
条
第
五
号
中
「
及
び
裁
判
所
」
を
「
、
裁
判
所
」
に
改
め
、
「
又
は
賠
償
金
」
の
下
に
「
及

び
警
察
官
の
職
務
に
協
力
援
助
し
た
も
の
の
災
害
給
付
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百

四
十
五
号
）
に
基
づ
く
給
付
」
を
加
え
る
。

第
九
十
条
の
三
第
二
項
中
「
（
昭
和
五
十
六
年
法
律
第
五
十
九
号
）
」
を
削
る
。

第
百
八
十
二
条
中
「
営
業
時
間
」
を
「
と
こ
ろ
」
に
改
め
、
「
と
し
、
休
日
等
は
こ
れ
を
取
り
扱
わ

な
い
も
の
」
を
削
る
。

第
百
九
十
一
条
第
一
項
中
「
当
日
分
の
」
を
削
る
。

第
二
百
条
中
「
当
該
領
収
の
日
か
ら
一
取
引
日
を
経
過
し
た
最
初
の
取
引
日
（
知
事
が
別
に
定
め
る

収
納
代
理
金
融
機
関
に
あ
つ
て
は
、
当
該
領
収
の
日
か
ら
二
取
引
日
を
経
過
し
た
最
初
の
取
引
日
）
ま

で
に
」
を
「
速
や
か
に
」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
中
「
福
島
県
郡
山
自
然
の
家
」
を
削
る
。

「
福
島
県
ハ
イ
テ
ク
プ

別
表
第
二
中
「
福
島
県
ハ
イ
テ
ク
プ
ラ
ザ
い
わ
き
技
術
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を

福
島
県
ハ
イ
テ
ク
プ

ラ
ザ
南
相
馬
技
術
支
援
セ
ン
タ
ー

───────────────────────────────────────────────────────────

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
平成31年３月26日 火曜日 福 島 県 報 号外第14号1



平成31年３月26日 火曜日 福 島 県 報 号外第14号 2

に
改
め
る
。

ラ
ザ
い
わ
き
技
術
支
援
セ
ン
タ
ー
」

別
表
第
四
（
そ
の
一
）
の
表
二
十
の
項
中
「
単
価
契
約
に
よ
る
場
合
」
の
下
に
「
又
は
別
に
定
め
る

場
合
」
を
加
え
る
。

別
表
第
七
福
島
県
郡
山
自
然
の
家
の
項
を
削
る
。

別
表
第
八
福
島
県
ハ
イ
テ
ク
プ
ラ
ザ
会
津
若
松
技
術
支
援
セ
ン
タ
ー
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え

る
。福

島
県
ハ
イ
テ
ク
プ
ラ
ザ
南
相
馬
技
術
支
援
セ
ン
タ
ー

所
長

物
品
取
扱
員

別
表
第
八
福
島
県
立
小
野
高
等
学
校
平
田
校
の
項
を
削
り
、
同
表
福
島
県
立
浪
江
高
等
学
校
津
島
校

の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

福
島
県
立
ふ
た
ば
未
来
学
園
中
学
校

事
務
長

現
金
取
扱
員
及
び
物
品
取
扱
員

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
別
表
第
二
の
改
正
規
定
及
び

別
表
第
八
の
改
正
規
定
（
福
島
県
ハ
イ
テ
ク
プ
ラ
ザ
会
津
若
松
技
術
支
援
セ
ン
タ
ー
の
次
に
次
の
よ
う

に
加
え
る
部
分
に
限
る
。
）
は
、
同
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
入
札
監
理
課
）

福
島
県
規
則
第
三
十
一
号

福
島
県
財
務
規
則
の
特
例
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

福
島
県
財
務
規
則
の
特
例
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
福
島
県
規
則
第
五
十
二
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
厚
生
セ
ン
タ
ー
」
を
「
交
流
セ
ン
タ
ー
」
に
、
「
第
十
九
章

自
動
車
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー

「
第
十
九
章

自
動
車
ワ
ン
ス
ト
ッ

第
二
十
章

母
子
父
子
寡
婦
福
祉

ビ
ス
手
数
料
収
入
（
第
八
十
五
条
―
第
八
十
八
条
）

」
を

第
二
十
一
章

ロ
ボ
ッ
ト
テ
ス
ト

第
二
十
二
章

ポ
イ
ン
ト
移
行
収

プ
サ
ー
ビ
ス
手
数
料
収
入
（
第
八
十
五
条
―
第
八
十
八
条
）

資
金
貸
付
金
の
元
利
償
還
金
収
入
（
第
八
十
九
条
―
第
九
十
一
条
）

に
改
め
る
。

フ
ィ
ー
ル
ド
の
使
用
料
収
入
（
第
九
十
二
条
―
第
九
十
六
条
）

入
（
第
九
十
七
条
・
第
九
十
八
条
）

」

第
一
条
中
「
福
島
県
太
陽
の
国
厚
生
セ
ン
タ
ー
」
を
「
福
島
県
太
陽
の
国
交
流
セ
ン
タ
ー
」
に
、

「
「
厚
生
セ
ン
タ
ー
」
を
「
「
交
流
セ
ン
タ
ー
」
に
改
め
、
「
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
」
の
下

に
「
。
以
下
「
施
行
令
」
と
い
う
。
」
を
加
え
、
「
並
び
に
自
動
車
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
手
数
料

収
入
」
を
「
、
自
動
車
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
手
数
料
収
入
、
福
島
県
母
子
父
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸

付
金
（
以
下
「
母
子
父
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
金
」
と
い
う
。
）
の
元
利
償
還
金
収
入
（
滞
納
と
な
つ

て
い
る
債
権
に
限
る
。
以
下
同
じ
。
）
、
福
島
ロ
ボ
ッ
ト
テ
ス
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
（
以
下
「
ロ
ボ
ッ
ト
テ

ス
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
」
と
い
う
。
）
の
使
用
料
収
入
並
び
に
ポ
イ
ン
ト
移
行
収
入
」
に
改
め
る
。

第
二
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

５

こ
の
規
則
に
お
い
て
、
「
母
子
父
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
金
の
元
利
償
還
金
収
入
」
と
は
、
母
子

及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
二
十
九
号
）
第
十
三
条
第
一
項
、
第
三

十
一
条
の
六
第
一
項
及
び
第
三
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
貸
付
金
に
係
る
償
還
金
元
金
及
び
利

子
に
係
る
歳
入
を
い
う
。

６

こ
の
規
則
に
お
い
て
、
「
ポ
イ
ン
ト
移
行
収
入
」
と
は
、
地
域
経
済
応
援
ポ
イ
ン
ト
協
力
企
業
（
自

社
の
発
行
す
る
ポ
イ
ン
ト
、
マ
イ
レ
ー
ジ
等
（
以
下
「
ポ
イ
ン
ト
等
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
、
そ

の
所
有
者
が
希
望
し
た
場
合
に
自
治
体
ポ
イ
ン
ト
（
住
民
活
動
の
支
援
や
地
域
経
済
に
寄
与
す
る
た

め
、
自
治
体
が
住
民
に
発
行
す
る
ポ
イ
ン
ト
を
い
う
。
）
に
交
換
し
て
地
域
で
活
用
し
よ
う
と
す
る

こ
と
に
協
力
す
る
企
業
を
い
う
。
以
下
「
協
力
企
業
」
と
い
う
。
）
の
発
行
す
る
ポ
イ
ン
ト
等
が
自

治
体
ポ
イ
ン
ト
に
交
換
さ
れ
た
際
に
協
力
企
業
か
ら
支
払
わ
れ
る
精
算
金
に
係
る
歳
入
を
い
う
。

第
七
条
及
び
第
二
十
三
条
中
「
地
方
自
治
法
施
行
令
」
を
「
施
行
令
」
に
改
め
る
。

第
二
十
六
条
中
「
休
日
等
」
を
「
民
法
（
明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
百
四
十
二
条
に
規

定
す
る
休
日
、
土
曜
日
又
は
十
二
月
三
十
一
日
（
以
下
「
休
日
等
」
と
い
う
。
）
」
に
改
め
る
。

第
二
十
八
条
中
「
地
方
自
治
法
施
行
令
」
を
「
施
行
令
」
に
改
め
る
。

第
八
章
の
章
名
中
「
厚
生
セ
ン
タ
ー
」
を
「
交
流
セ
ン
タ
ー
」
に
改
め
る
。

第
三
十
八
条
の
見
出
し
中
「
厚
生
セ
ン
タ
ー
」
を
「
交
流
セ
ン
タ
ー
」
に
改
め
、
同
条
中
「
地
方
自

治
法
施
行
令
」
を
「
施
行
令
」
に
、
「
厚
生
セ
ン
タ
ー
」
を
「
交
流
セ
ン
タ
ー
」
に
改
め
る
。

第
四
十
二
条
中
「
厚
生
セ
ン
タ
ー
」
を
「
交
流
セ
ン
タ
ー
」
に
改
め
る
。

第
四
十
三
条
中
「
地
方
自
治
法
施
行
令
」
を
「
施
行
令
」
に
改
め
る
。

第
四
十
六
条
中
「
民
法
（
明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
百
四
十
二
条
に
規
定
す
る
休
日
、

土
曜
日
又
は
十
二
月
三
十
一
日
（
以
下
「
休
日
等
」
と
い
う
。
）
」
を
「
休
日
等
」
に
改
め
る
。

第
五
十
三
条
第
一
項
、
第
六
十
四
条
、
第
六
十
七
条
、
第
七
十
四
条
、
第
七
十
六
条
及
び
第
八
十
条

中
「
地
方
自
治
法
施
行
令
」
を
「
施
行
令
」
に
改
め
る
。

第
八
十
二
条
中
「
地
方
自
治
法
施
行
令
」
を
「
施
行
令
」
に
、
「
第
五
様
式
の
二
」
を
「
第
五
号
様

式
の
二
」
に
改
め
る
。

第
十
九
章
の
次
に
次
の
三
章
を
加
え
る
。

第
二
十
章

母
子
父
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
金
の
元
利
償
還
金
収
入

（
受
取
証
書
の
発
行
等
）

第
八
十
九
条

受
託
者
（
施
行
令
第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
母
子
父
子
寡
婦
福
祉
資
金

貸
付
金
の
元
利
償
還
金
収
入
の
収
納
事
務
の
委
託
を
受
け
た
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
同

じ
。
）
は
、
現
金
を
収
納
し
た
と
き
は
、
納
入
者
に
対
し
債
権
管
理
回
収
業
に
関
す
る
特
別
措
置
法

施
行
規
則
（
平
成
十
一
年
法
務
省
令
第
四
号
）
第
九
条
に
規
定
す
る
記
載
事
項
を
記
し
た
受
取
証
書

を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
納
入
者
が
受
託
者
の
指
定
す
る
金
融
機
関
の
口
座
に
入

金
し
た
と
き
は
、
受
取
証
書
を
発
行
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

（
指
定
金
融
機
関
等
へ
の
払
込
み
）

第
九
十
条

受
託
者
は
、
月
の
末
日
ま
で
に
収
納
し
た
歳
入
の
内
容
を
示
す
計
算
書
を
翌
月
五
日
ま
で

に
収
入
権
者
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
そ
の
日
が
休
日
等
に
当
た
る
と
き
は
、
こ

れ
ら
の
日
の
翌
日
ま
で
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

収
入
権
者
は
、
受
託
者
に
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
が
あ
つ
た
計
算
書
に
基
づ
く
歳
入
に
係
る

母
子
・
父
子
・
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
金
償
還
金
納
入
通
知
書
を
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

───────────────────────────────────────────────────────────

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
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受
託
者
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
し
た
計
算
書
に
基
づ
く
歳
入
を
、
前
項
の
規
定
に
よ
り

送
付
さ
れ
た
母
子
・
父
子
・
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
金
償
還
金
納
入
通
知
書
に
よ
り
、
翌
月
二
十
五
日

ま
で
に
指
定
金
融
機
関
等
に
払
い
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
日
が
休

日
等
に
当
た
る
と
き
は
、
こ
れ
ら
の
日
の
前
日
ま
で
に
こ
れ
を
払
い
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
指
定
金
融
機
関
等
の
手
続
）

第
九
十
一
条

指
定
金
融
機
関
等
が
受
託
者
か
ら
母
子
・
父
子
・
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
金
償
還
金
納
入

通
知
書
に
よ
り
現
金
の
納
付
を
受
け
た
場
合
の
手
続
に
つ
い
て
、
財
務
規
則
第
百
九
十
一
条
第
一
項

の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
中
「
納
入
義
務
者
」
と
あ
る
の
は
「
受
託
者
」

と
、
「
領
収
書
（
第
四
十
号
様
式
）
」
と
あ
る
の
は
「
母
子
・
父
子
・
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
金
領
収

証
書
」
と
、
「
領
収
済
通
知
書
」
と
あ
る
の
は
「
母
子
・
父
子
・
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
金
領
収
済
通

知
書
」
と
、
「
収
納
書
（
第
四
十
号
様
式
）
」
と
あ
る
の
は
「
母
子
・
父
子
・
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付

金
償
還
金
収
納
書
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
二
十
一
章

ロ
ボ
ッ
ト
テ
ス
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
の
使
用
料
収
入

（
ロ
ボ
ッ
ト
テ
ス
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
の
使
用
料
収
入
の
調
定
）

第
九
十
二
条

受
託
者
（
施
行
令
第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
ロ
ボ
ッ
ト
テ
ス
ト
フ
ィ
ー

ル
ド
の
使
用
料
の
徴
収
事
務
の
委
託
を
受
け
た
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、

ロ
ボ
ッ
ト
テ
ス
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
の
使
用
料
収
入
に
係
る
歳
入
を
収
入
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
調
定

簿
（
第
五
号
様
式
の
二
）
に
よ
り
調
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
納
入
の
通
知
）

第
九
十
三
条

受
託
者
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
り
調
定
を
し
た
と
き
は
、
納
入
義
務
者
に
対
し
納
入
通

知
書
（
第
六
号
様
式
に
準
ず
る
。
）
に
よ
り
納
入
の
通
知
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
前
条
の
規
定
に
よ
り
調
定
を
す
る
歳
入
の
う
ち
、
即
時
に
収
入
す

る
も
の
に
つ
い
て
は
、
受
託
者
は
、
口
頭
又
は
掲
示
に
よ
り
、
納
入
の
通
知
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
領
収
書
の
発
行
）

第
九
十
四
条

受
託
者
は
、
現
金
又
は
証
券
を
収
納
し
た
と
き
は
、
使
用
者
に
対
し
領
収
書
（
第
六
号

様
式
に
準
ず
る
様
式
又
は
第
八
号
様
式
）
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
現
金
等
の
指
定
金
融
機
関
等
へ
の
払
込
み
）

第
九
十
五
条

受
託
者
は
、
知
事
が
別
に
定
め
る
日
に
、
そ
の
日
の
前
日
ま
で
に
収
納
し
た
現
金
又
は

証
券
を
財
務
規
則
第
六
十
三
条
第
一
項
の
現
金
等
納
付
書
に
よ
り
指
定
金
融
機
関
等
に
払
い
込
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
知
事
が
別
に
定
め
る
日
が
休
日
等
に
当
た
る
と
き
は
、
こ
れ
ら
の
日

の
翌
日
に
こ
れ
を
払
い
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
指
定
金
融
機
関
等
の
手
続
等
に
つ
い
て
の
準
用
）

第
九
十
六
条

第
二
十
七
条
及
び
第
二
十
七
条
の
二
の
規
定
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
テ
ス
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
の
使

用
料
収
入
に
係
る
指
定
金
融
機
関
等
の
手
続
及
び
収
入
権
者
の
調
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
同
条
中
「
勤
労
身
障
者
体
育
館
の
使
用
料
」
と
あ
る
の
は
、
「
ロ
ボ
ッ
ト
テ
ス
ト

フ
ィ
ー
ル
ド
の
使
用
料
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
二
十
二
章

ポ
イ
ン
ト
移
行
収
入

（
納
入
の
通
知
）

第
九
十
七
条

ポ
イ
ン
ト
移
行
収
入
に
あ
つ
て
は
、
納
付
情
報
（
協
力
企
業
の
発
行
す
る
ポ
イ
ン
ト
等

が
自
治
体
ポ
イ
ン
ト
に
交
換
さ
れ
た
際
に
発
行
さ
れ
る
納
付
情
報
を
い
う
。
）
を
も
つ
て
納
入
の
通

知
と
す
る
。

（
領
収
書
の
省
略
）

第
九
十
八
条

ポ
イ
ン
ト
移
行
収
入
に
あ
つ
て
は
、
領
収
書
は
発
行
し
な
い
。

第
五
号
様
式
の
二
中
「第

82条

」
の
次
に
「

第
92条

」
を
加
え
る
。

、

第
八
号
様
式
中
「第

45条

」
の
次
に
「

第
94条

」
を
加
え
る
。

、

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
入
札
監
理
課
）

福
島
県
規
則
第
三
十
二
号

知
事
の
職
務
を
代
理
す
る
副
知
事
の
順
序
を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

知
事
の
職
務
を
代
理
す
る
副
知
事
の
順
序
を
定
め
る
規
則
（
平
成
二
十
七
年
福
島
県
規
則
第
五
十
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

本
則
の
表
中
「
畠
利
行
」
を
「
井
出
孝
利
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
行
政
経
営
課
）

福
島
県
規
則
第
三
十
三
号

福
島
県
保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

福
島
県
保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
施
行
細
則
（
昭
和
二
十
九
年
福
島
県
規
則
第
百
二
十
四
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
号
様
式
３
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

４
旧
姓
併
記
の
希
望
の
有
無

有

（旧
姓

：

）
・無

第
七
号
様
式
備
考
２
中
「又

は
戸
籍
抄
本

」
を
「若

し
く
は
戸
籍
抄
本
又
は
住
民
票
の
写
し

（本
籍

が
記
載
さ
れ
か
つ
個
人
番
号
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
限
る

）

た
だ
し
出
願
後
の
本
籍

、
、

。
。

、
若
し
く
は
氏
名
を
変
更
す
る
場
合
又
は
免
許
証
の
氏
名
に
旧
姓
の
併
記
を
希
望
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、

必
ず
本
籍
又
は
氏
名
の
変
更
経
過
が
確
認
で
き
る
戸
籍
謄
本
又
は
戸
籍
抄
本
を
添
付
す
る
こ
と

」
に

。

改
め
、
同
様
式
備
考
中
３
を
５
と
し
、
２
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

３
中
長
期
在
留
者
及
び
特
別
永
住
者
に
あ
つ
て
は

国
籍
等

氏
名

生
年
月
日
及
び
性
別
が

、
、

、
記
載
さ
れ
て
い
る
住
民
票
の
写
し

（個
人
番
号
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
限
る

）

。
４

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法

（昭
和
26年

政
令
第
319号

）第
19条

の
３
各
号
に
掲
げ
る
者

に
あ
つ
て
は

旅
券
そ
の
他
の
身
分
を
証
す
る
書
類
の
写
し

、
第
八
号
様
式
５
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

６
旧
姓
併
記
の
希
望
の
有
無

有

（旧
姓

：

）
・無

第
八
号
様
式
備
考
１
中
「抄

本

」
を
「戸

籍
抄
本

」
に
改
め
、
同
様
式
備
考
中
２
を
５
と
し
、
１
の

次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

２
戸
籍
謄
本
又
は
戸
籍
抄
本
に
よ
つ
て
氏
名
の
変
更
経
過
が
確
認
で
き
る
場
合
で
あ
つ
て

免
、
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許
証
に
氏
名
と
旧
姓
の
併
記
を
希
望
す
る
と
き
は

旧
姓
併
記
の
希
望
の
有
無
の
欄
に
旧
姓
を

、
記
入
す
る
こ
と
。

３
中
長
期
在
留
者
及
び
特
別
永
住
者
に
あ
つ
て
は

国
籍
等

氏
名
及
び
生
年
月
日
が
記
載
さ

、
、

れ
て
い
る
住
民
票
の
写
し

（個
人
番
号
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
限
る

）並
び
に
申
請

。
の
事
由
を
証
す
る
書
類
を
添
付
す
る
こ
と
。

４
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法

（昭
和
26年

政
令
第
319号

）第
19条

の
３
各
号
に
掲
げ
る
者

に
あ
つ
て
は

旅
券
そ
の
他
の
身
分
を
証
す
る
書
類
の
写
し
及
び
申
請
の
事
由
を
証
す
る
書
類

、
を
添
付
す
る
こ
と
。

第
十
号
様
式
５
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

６
旧
姓
併
記
の
希
望
の
有
無

有

（旧
姓

：

）
・無

第
十
号
様
式
備
考
２
中
「証

明
書
又
は
本
人
の
申
立
書

」
を
「調

査
及
び
意
見
書

」
に
改
め
、
同
様

式
備
考
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

３
免
許
証
に
旧
姓
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
場
合
で
あ
つ
て

再
交
付
申
請
に
お
い
て
新
た
に
旧

、
姓
の
併
記
を
希
望
す
る
と
き
は

「免
許
証
書
換
交
付
申
請

」を
併
せ
て
行
う
こ
と

な
お

、
。

、
こ
の
場
合
に
お
い
て
は

双
方
の
申
請
書
の
右
側
上
部
余
白
に

「同
時
申
請

」と
記
載
す
る
こ

、
と
。附

則

１

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
提
出
さ
れ
て
い
る
改
正
前
の
福
島
県
保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
施
行

細
則
（
以
下
「
改
正
前
の
規
則
」
と
い
う
。
）
第
七
号
様
式
、
第
八
号
様
式
及
び
第
十
号
様
式
に
よ

る
申
請
書
は
、
改
正
後
の
福
島
県
保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
施
行
細
則
第
七
号
様
式
、
第
八
号
様
式

及
び
第
十
号
様
式
に
よ
る
申
請
書
と
み
な
す
。

３

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
作
成
さ
れ
て
い
る
改
正
前
の
規
則
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
用
紙
は
、

所
要
の
調
整
を
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
地
域
医
療
課
医
療
人
材
対
策
室
）

福
島
県
規
則
第
三
十
四
号

福
島
ロ
ボ
ッ
ト
テ
ス
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
条
例
の
施
行
期
日
を
定
め
る
規
則

福
島
ロ
ボ
ッ
ト
テ
ス
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
条
例
（
平
成
三
十
年
福
島
県
条
例
第
六
十
三
号
。
た
だ
し
、
第

三
条
第
一
項
第
一
号
及
び
別
表
一
の
表
（
研
究
棟
の
部
に
限
る
。
）
に
限
る
。
）
の
施
行
期
日
は
、
平

成
三
十
一
年
九
月
一
日
と
す
る
。

（
産
業
創
出
課
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
推
進
室
）

福
島
県
規
則
第
三
十
五
号

福
島
ロ
ボ
ッ
ト
テ
ス
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
施
行
期
日
を
定

め
る
規
則

福
島
ロ
ボ
ッ
ト
テ
ス
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
平
成
三
十
年
福
島
県
条
例
第

九
十
号
。
た
だ
し
、
第
三
条
に
限
る
。
）
の
施
行
期
日
は
、
平
成
三
十
一
年
九
月
一
日
と
す
る
。

（
産
業
創
出
課
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
推
進
室
）

訓

令

福
島
県
訓
令
第
六
号

本

庁

機

関

出

先

機

関

福
島
県
副
知
事
の
担
任
事
務
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
六
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

福
島
県
副
知
事
の
担
任
事
務
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

福
島
県
副
知
事
の
担
任
事
務
に
関
す
る
規
程
（
平
成
二
十
七
年
福
島
県
訓
令
第
二
十
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
三
号
中
「
畠
利
行
」
を
「
井
出
孝
利
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
行
政
経
営
課
）

福
島
県
訓
令
第
七
号

本

庁

機

関

出

先

機

関

労
働
委
員
会
事
務
局

標
準
的
な
職
及
び
職
員
の
標
準
職
務
遂
行
能
力
を
定
め
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ

う
に
定
め
る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
六
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

標
準
的
な
職
及
び
職
員
の
標
準
職
務
遂
行
能
力
を
定
め
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓

令

標
準
的
な
職
及
び
職
員
の
標
準
職
務
遂
行
能
力
を
定
め
る
規
程
（
平
成
二
十
八
年
福
島
県
訓
令
第
十

四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
中
「
会
津
保
健
所
長

衛
生
研
究
所
長
」
を
「
会
津
保
健
所
長
」
に
、
「
衛
生
研
究
所
副

所
長
」
を
「
衛
生
研
究
所
長
」
に
、
「
ハ
イ
テ
ク
プ
ラ
ザ
技
術
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
」
を
「
ハ
イ
テ
ク

プ
ラ
ザ
技
術
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長

ハ
イ
テ
ク
プ
ラ
ザ
会
津
若
松
技
術
支
援
セ
ン
タ
ー
副
所
長
」
に
改

め
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
行
政
経
営
課
）
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告

示

福
島
県
告
示
第
二
百
六
十
五
号

会
計
管
理
者
を
し
て
そ
の
事
務
の
一
部
を
出
納
員
に
委
任
さ
せ
る
件
（
昭
和
四
十
四
年
福
島
県
告
示

第
三
百
八
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
三
十
一
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
六
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

表
中
「
所
在
す
る
福
島
県
環
境
創
造
セ
ン
タ
ー
に
所
属
す
る
准
公
所
の
長
」
の
下
に
「
、
福
島
県
相

双
地
方
振
興
局
の
所
管
区
域
内
に
所
在
す
る
福
島
県
ハ
イ
テ
ク
プ
ラ
ザ
に
所
属
す
る
准
公
所
の
長
」
を

加
え
る
。

（
審

査

課
）

福
島
県
企
業
局

福 島 県 企 業 局 財 務 規 程 の 一 部 を 改 正 す る 規 程 を こ こ に 公 布 す る 。
平 成 31年 ３ 月 26日

福 島 県 知 事 内 堀 雅 雄
福 島 県 企 業 局 管 理 規 程 第 ２ 号

福 島 県 企 業 局 財 務 規 程 の 一 部 を 改 正 す る 規 程
福 島 県 企 業 局 財 務 規 程 （ 昭 和 44年 福 島 県 企 業 局 管 理 規 程 第 ８ 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に

改 正 す る 。
第 19条 第 ２ 号 た だ し 書 を 削 る 。
第 78条 中 「 に お い て は 、 出 納 事 務 を 休 日 及 び 土 曜 日 を 除 き 毎 日 午 前 ９ 時 か ら 午 後 ３ 時

ま で の 間 取 り 扱 う も の と し 、 休 日 、 土 曜 日 及 び 12月 31日 」 を 「 に お け る 出 納 事 務 の 取 扱
時 間 は 、 当 該 金 融 機 関 の 定 め る と こ ろ に よ る も の と し 、 休 日 、 土 曜 日 、 12月 31日 そ の 他
当 該 金 融 機 関 に 係 る 銀 行 法 第 15条 に 規 定 す る そ の 他 政 令 で 定 め る 日 （ 以 下 「 休 日 等 」 と
い う 。 ） 」 に 改 め る 。
第 91条 第 ２ 項 中 「 休 日 、 土 曜 日 又 は 12月 31日 」 を 「 休 日 等 」 に 改 め る 。

「
「

株
別 表 第 ４ の ２ の 表 中 株 式 会 社 東 邦 銀 行 須 賀 川 東 支 店 須 賀 川 市 を

株
」

式 会 社 東 邦 銀 行 須 賀 川 東 支 店 須 賀 川 市
に 改 め る 。

式 会 社 東 邦 銀 行 須 賀 川 西 支 店 須 賀 川 市
」

別 表 第 ６ 備 考 ３ 中 「 100分 の 108」 を 「 100分 の 110」 に 改 め る 。
附 則

１ こ の 規 程 は 、 平 成 31年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 別 表 第 ４ の ２ の 表 の 改 正 規
定 は 同 月 ３ 日 か ら 、 別 表 第 ６ の 改 正 規 定 は 同 年 10月 １ 日 か ら 施 行 す る 。

２ 平 成 31年 10月 １ 日 前 に 福 島 県 企 業 局 財 務 規 程 第 137条 第 ２ 項 の 許 可 を 受 け た 使 用 の う
ち 、 そ の 期 間 が １ 月 未 満 で あ っ て 、 か つ 、 そ の 終 了 日 が 同 日 以 降 で あ る 場 合 に お い て
は 、 当 該 使 用 に お け る 使 用 料 の 額 に 係 る 同 規 程 別 表 第 ６ の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 同
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表 備 考 ３ の 規 定 中 「 100分 の 108」 と あ る の は 「 100分 の 110」 と す る 。
（ 経 営 ・ 販 売 課 ）
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